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組織・担当役員業務分担組織・担当役員業務分担

理事会計
監 物 庄 二
指 籏 規 治

関東甲信越板金工業組合協議会
常 任 理 事 市 川 　 肇
理 事 舩木家國
理 事 伊藤祐吉
評 議 員 山本　均
経営対策委員 島 永 義 治

神奈川県技能士会連合会
理 事 山 本 　 均
代 議 員 海藤定吉
代 議 員 監物庄二

◎：委 員 長
○：副委員長 県議顧問団代表

堀 江 則 之
顧　問
村 田 隆 男

相談役
歌 川 　 明
監 物 　 光

監　事
二 木 哲 也
萩 原 繁 夫
大 石 孝 司

理 事 会

理事長
市 川 　 肇

総 代 会全国板金業国民健康保険組合
県 支 部 長 市 川 　 肇
組合会議員 島永義治
法 令 遵 守
担当責任者 林 　 好 重

副理事長
伊 藤 祐 吉

副理事長
山 本 　 均

副理事長
海 藤 定 吉

副理事長
舩 木 家 國

副理事長
島 永 義 治

校長
市 川 　 肇

副校長
柳 川 辰 男
早 川 　 誠
（訓練校部会）

厚生委員会
◎ 星野美智男
○ 山 内 昭 次
蒲 谷 正 信
舩 木 敏 行
岡部 隆

技能振興委員会
◎ 柳 川 辰 男
○ 監 物 庄 二
石 本 雅 裕
河 口 哲 也
監 物 太 一

総務委員会
◎ 佐久間一郎
○ 見 留 一 利
柿 澤 靖 夫
荻 野 圭 吾
大塚 浩

経営対策委員会
◎ 林 　 好 重
○ 指 籏 規 治
別 府 喜 一
津久井義晴

広報委員会
◎ 立 脇 義 晴
○ 市 川 　 満
間 川 輝 男
髙 橋 　 良
髙 橋 克 彦

♢組合組織運営＆加入促進
♢責任施工保証制度
♢登録基幹技能者資格
 更新＆新規取得
♢登録基幹技能者技能向上
♢鉄二協（連絡調整）
♢その他

♢総代会
♢理事会（移動理事会含む）
♢賀詞交歓会
♢安全大会
♢出資証券に関する事項
♢その他

♢技能検定講習（学科・実技）
♢技能フェスタ・
 プラザフェスタ
♢学校訪問（体験教室）
♢技能コンクール・準備講習
♢技能士の集い
♢伝統的技能講習
♢技能継承、啓発に関する事項
♢その他

♢県板かながわの発刊
♢事業所訪問（研修）
♢ホームページの維持・管理
♢建築板金に関する

情報収集・情報提供
♢その他

♢全板大会
♢レクリエーション大会
♢ゴルフコンペ
♢新規厚生事業に関する事項
♢その他

青 年 部
部　長
監 物 太 一

副部長兼関ブロ監事
萩 原 武 史

副部長
宮 本 辰 夫

会計
監 物 公 生

会計監査
金 子 友 和

相談役
柿 澤 靖 夫
市 川 貴 章
早 川　 誠

関ブロ監事補佐
佐久間史次

　

令
和
三
年
五
月
二
十
四
日

（
月
）
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
第
五
十
四
回

通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
席
者
は
三
十
九
名
委
任

者
六
名
に
て
総
代
会
は
成
立

し
ま
し
た
。
舩
木
弥
一
理
事

（
大
船
・
栄
）
の
司
会
に
よ

り
、
式
次
第
に
沿
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
を
、
伊
藤
副
理

事
長
（
南
）
黙
と
う
後
に
市

川
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
深
澤
事
務
局
長
に
よ

り
来
賓
方
々
の
紹
介
、
神
奈

川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

組
合
支
援
部
主
幹　

渡
邉
信

様
、
神
奈
川
鉄
鋼
二
次
製
品

協
議
会
副
会
長　

星
崎
信
幸

様
、
神
奈
川
県
板
金
工
業
組

合
顧
問　

村
田
隆
男
様
、
同

　

相
談
役　

歌
川
明
様
、
同

　

相
談
役　

監
物
光
様
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
大
石
理
事

（
相
模
原
）　
立
脇
理
事
（
南
）

が
選
任
、
議
事
録
署
名
人

に
荻
野
理
事
（
横
須
賀
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議

案　

令
和
二
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
舩
木
副
理
事

長
（
大
船
・
栄
）、
第
二
号

議
案
令
和
二
年
度
収
支
決
算

報
告
を
萩
原
理
事
会
計
（
保

土
ヶ
谷
）、
監
査
報
告
を
沼

田
監
事
（
西
）、
第
三
号
議

案　

令
和
三
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て　

伊
藤
副
理
事
長

（
南
）、
第
四
号
議
案　

令
和

三
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

監
物
理
事
会
計
（
大
和
）、

第
五
号
議
案　

令
和
三
年
度

借
入
金
最
高
限
度
額
に
つ
い

て　

島
永
副
理
事
長
（
川

崎
）、
第
六
号
議
案　

過
年

度
脱
退
者
の
出
資
金
払
い
戻

し
に
関
す
る
件
を
山
本
副
理

事
長
（
平
塚
）、
第
七
号
議

案　

役
員
改
選
に
つ
い
て

議
長
の
立
脇
理
事
（
南
）
よ

り
指
名
推
薦
、
選
考
委
員
石

本
理
事
（
西
）
よ
り
新
役
員

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
、
別
室
に
移
り

今
年
度
、
第
一
回
理
事
会

を
島
永
副
理
事
長
（
川
崎
）

の
司
会
で
お
こ
な
わ
れ
新

執
行
部
の
指
名
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
代
会
の
会
場
に
戻
り
、

島
永
副
理
事
長
（
川
崎
）
よ

り
新
執
行
部
の
発
表
が
あ

り
、
新
理
事
長
の
市
川
理
事

長
（
厚
木
）
か
ら
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
深
澤
事
務
局
長
よ
り

黄
綬
褒
章
を
受
け
た
柳
川
理

事
（
小
田
原
）
等
表
彰
者
の

発
表
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
、
来

賓
祝
辞
に
移
り　

渡
邉
信

様
（
中
央
会
）
星
崎
信
幸
様

（
鉄
二
協
副
会
長
）
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

海
藤
副
理
事
長
（
港
北
）

第
五
十
四
回

第
五
十
四
回

通

常

総

代

会

通

常

総

代

会

の
閉
会
の
辞
で
、
今
総
代
会

は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ま
ん

延
防
止
対
策
の
為
、
出
席
者

全
員
が
マ
ス
ク
・
検
温
・
消

毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
等
を
徹
底
し
、
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（1）　　第105号 令和 3年 9月 1日

発　　行　　所
神奈川県板金工業組合
横浜市中区吉浜町１－９
エトアール吉浜 504

〒 231‒0024　☎ 045 ‒ 662 ‒ 2164
発 行 人 市 川 　 肇
編 集 人 広報委員会





















































































































































































































































































































　

全
日
本
板
金
工
業
組
合

連
合
会
（
全
板
連
）
で
は
、

例
年
に
開
催
す
る
全
国
大
会

に
お
い
て
各
種
の
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
が
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
か
ら

大
会
延
期
の
た
め
表
彰
状
授

与
は
各
県
板
で
の
対
応
か
ら

七
月
一
日（
木
）
の
理
事
会

に
お
い
て
市
川
理
事
長
よ
り

一
人
ひ
と
り
に
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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全
板
連

全
板
連

　
「
功
労
章
」
受
賞

　
「
功
労
章
」
受
賞

島
永
義
治

島
永
義
治
氏
（
川
崎
）

氏
（
川
崎
）

監
物
庄
二

監
物
庄
二
氏
（
大
和
）

氏
（
大
和
）

　

い
ず
れ
の
講
習
会
も
神
奈

川
県
板
金
工
業
組
合
が
発
行

す
る
責
任
施
工
保
証
書
に
必

要
な
資
格
の
講
習
会
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し

て
、
講
師
・
受
講
者
の
体
温

測
定
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
、
適
度
な
換
気
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
、
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
建
築
板
金
施
工
士

講
習
会

　

令
和
三
年
二
月
十
三
日

（
土
）、
二
月
二
十
三
日

（
火
）
に
二
〇
人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
の
午
前
は
、
島
永

副
理
事
長
（
川
崎
）・
指
籏

理
事
（
藤
沢
）・
萩
原
理
事

（
保
土
ヶ
谷
）
が
講
師
と
な

り
工
程
表
・
施
工
図
の
作
成

な
ど
の
書
類
関
係
を
学
び
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
神
奈
川
鉄
鋼
二

次
製
品
協
議
会
の
ご
協
力
に

よ
り
、
星
崎
様
、
中
島
様
に

よ
る
金
属
屋
根
の
素
材
や
特

性
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
ビ

ス
ナ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
（
株
）

ヤ
マ
ヒ
ロ
様
、
下
地
材
の
田

島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
様
、
コ
ー

キ
ン
グ
材
（
株
）
コ
ニ
シ
様

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の

適
材
適
所
の
使
用
方
法
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
石
本
理
事

（
西
）、
早
川
理
事
（
藤
沢
）、

指
籏
理
事
（
藤
沢
）
に
よ
り

「
建
築
板
金
施
工
法
」
の
テ

キ
ス
ト
に
各
種
屋
根
葺
き
・

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
雨
樋
の
講

義
が
あ
り
、
確
認
テ
ス
ト
の

上
、
合
格
者
に
は
修
了
証
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
建
築
板
金
検
査
士

講
習
会

【
検
査
士
の
受
講
資
格
】

　

建
築
板
金
一
級
技
能
士
の

資
格
、
建
築
板
金
施
工
士
講

習
修
了
者
で
あ
る
こ
と
。

　

令
和
三
年
三
月
十
一
日

（
木
）
に
講
師
、
島
永
副
理

事
長
（
川
崎
）・
指
籏
理
事

（
藤
沢
）・
萩
原
理
事
（
保

土
ヶ
谷
）・
石
本
理
事
（
西
）

の
四
人
で
担
当
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
。
検
査
士
の
資

格
・
任
務
・
派
遣
等
の
基
本

を
学
び
、
午
後
は
各
種
屋
根

葺
き
・
雨
樋
・
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
と
、
組
合
作
成

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用

方
法
・
工
事
写
真
の
撮
り
方
・

保
証
書
発
行
申
請
書
・
工
事

検
査
報
告
書
の
書
き
方
の
説

明
が
あ
り
、
最
後
に
確
認
テ

ス
ト
を
行
い
合
格
者
に
は
修

了
証
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
築
板
金
検
査
士
は
五
年

ご
と
の
更
新
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

令
和
三
年
三
月
二
十
一
日

に
は
検
査
士
更
新
講
習
（
半

日
講
習
）
が
行
わ
れ
二
十
七

名
の
検
査
士
が
更
新
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
三
年
七
月
一
日

（
木
）
午
後
二
時
〜
三
時
、

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
研
修

室
に
お
い
て
、
税
理
士
法
人

横
浜
総
合
事
務
所
所
長　

山

本
歩
美
氏
を
講
師
に
招
き
開

催
し
理
事
三
十
名
が
聴
講
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
事
業
継
承

の
環
境
分
析
・
事
業
継
承
の

四
つ
の
方
法
・
後
継
者
候
補

と
継
承
対
策
に
つ
い
て
、
各

種
の
デ
ー
タ
を
ふ
ま
え
、
解

り
や
す
い
説
明
で
し
た
。

　

特
に
、
次
の
事
業
継
承
四

つ
の
方
法
に
つ
い
て
具
体
的

な
事
例
も
含
め
た
話
は
大
変

参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

事
業
継
承
：
四
つ
の
方
法

一
、
親
族
へ
の
継
承

　
　
（
子
供
・
親
族
が
継
承
）

親
族
後
継
者
の
特
有
の
立
場

・

経
営
者
に
も
な
り
き
れ

ず
、
社
員
に
も
な
れ
な
い

・

会
社
の
す
べ
て
が
見
え

な
い
、
流
れ
（
歴
史
）
が

わ
か
ら
な
い

・

先
代
へ
の
遠
慮
と
反
発
、

先
代
を
支
え
る
社
員
と
の

関
係
性

漠
然
と
し
た
不
安
（
受
け

身
の
状
態
）

二
、
親
族
外
へ
の
継
承

　
　
（
社
員
が
継
承
）






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

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















































特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催

特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「「
事
業
継
承
の
基
礎

事
業
継
承
の
基
礎
」」

親
族
外
の
社
員
に
会
社
を
引

き
継
ぐ
に
は

・

高
額
な
株
式
の
買
い
取

り
資
金
の
準
備
は
？

・

借
入
金
の
連
帯
保
証
や
担

保
提
供
能
力
の
有
無
は
？

・

経
営
者
と
し
て
の
能
力

と
覚
悟
は
？

三
、
社
外
へ
の
継
承

　
　
（
Ｍ
＆
Ａ
）

・
「
売
れ
る
会
社
」
な
の
か
？

・

会
社
を
売
る
こ
と
の
「
意

識
」
と
「
覚
悟
」
は
？

（
心
の
壁
）

・

創
業
者
利
益
が
確
保
さ
れ

・

個
人
補
償
も
外
れ
る
こ

と
が
で
き

・

社
員
の
雇
用
も
守
ら
れ

・

取
引
先
に
も
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
な
く

・

社
名
を
残
せ
る
場
合
も

あ
る

四
、
社
会
へ
の
継
承
（
清
算
）

・

清
算
す
る
に
は

・

社
員
の
雇
用
問
題
、
退
職
金
の
準
備

・

売
掛
金
回
収
、
在
庫
処
分
、
資
産
売
却

（
土
壌
汚
染
）

・

タ
イ
ミ
ン
グ
（
綿
密
な
計
画
必
要
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
変
為
に
な

る
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

新
規
建
築
板
金
施
工
士
講
習
会

新
規
建
築
板
金
施
工
士
講
習
会

新
規
建
築
板
金
検
査
士
講
習
会

新
規
建
築
板
金
検
査
士
講
習
会
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＜開始前の検温＞

　

五
月
十
三
日（
木
）「
沼

津
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
に
お

い
て
、
過
去
最
多
の
二
十
六

名
参
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
を
万
全
に

行
い
、
二
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、

有
志
に
よ
る
交
流
ゴ
ル
フ
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
組
合

の
福
利
厚
生
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
、
今
回
は
、
第

二
十
回
の
記
念
す
べ
き
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
の
う
ち
小

雨
、
そ
の
後
天
気
は
回
復
し

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、
自
己

の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ

し
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、
ダ

フ
リ
、
ト
ッ
プ
？
の
中
、

真
剣
な
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
厚
生
委
員
会

佐
藤
広
章（
厚
木
）
さ
ん
の

進
行
で
、
た
く
さ
ん
の
商

品
・
景
品
等
の
賞
が
あ
り

発
表
の
た
び
拍
手

が
わ
き
楽
し
い
雰

囲
気
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

☆
成
績
発
表
☆

優　

勝

　

栗
山
勝
美（

厚
木
）

準
優
勝

　

歌
川
晶
夫（

港
北
）

第
三
位

　

米
山
和
樹

（
茅
ヶ
崎
）

（
敬
称
略
）

　

次
回
も
奮
っ
て
参
加
く
だ

さ
い
。

第
二
十
回

　

令
和
三
年
三
月
二
十
七
日
（
土
）
本
厚

木
（
ア
ミ
ュ
ー
厚
木
）
に
て
第
三
十
六
回

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
渦
で
会

合
を
開
い
た
り
組
合
活
動
が
難
し
い
中
、

年
齢
制
限
の
た
め
早
川
誠
（
前
部
長
）
が

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
青
年
部
を
卒
業
す
る
事

に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
役
員
改
選
を
行
い

ま
し
た
が
無
事
に
可
決
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

〈
新
役
員
〉

　

部
長　

監
物
太
一
、
副
部
長
兼
関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

萩
原
武
史
、
副
部

長　

宮
本
辰
夫
、
会
計　

監
物
公
生
、
会

計
監
査　

金
子
友
和
、
関
東
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
幹
事
補
佐　

佐
久
間
史
次
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
三
月
二
十
七
日
よ
り
、
神
奈

川
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
部
長
を
務
め

青
年
部

第
三
十
六
回

第
三
十
六
回

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

　

令
和
三
年
度
前
期
技
能

検
定
試
験
の
受
験
予
定
者

（
二
十
名
）
を
対
象
に
、
六

月
〜
八
月
の
期
間
に
実
技
講

習
（
５
日
間
）
及
び
学
科
講

習
（
３
日
間
）
を
産
業
技
術

短
期
大
学
校
茅
ヶ
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

一
番
見
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
悪

徳
業
者
に
注
意
」
の
ペ
ー
ジ
で

す
。
県
下
で
詐
欺
ま
が
い
の
行

為
が
多
い
こ
と
へ
の
反
映
と
思

わ
れ
ま
す
。
組
合
で
は
こ
の
よ

う
な
屋
根
・
外
壁
工
事
の
詐
欺

的
行
為
へ
の
注
意
喚
起
の
為
、

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
に
配
布
す
る
と
と
も

に
県
の
施
設
で
の
掲
示
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合

員
名
入
り
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
も

可
能
で
す
の
で
事
務
局
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

県
板
ゴ
ル
フ
記
念
大
会

県
板
ゴ
ル
フ
記
念
大
会

県
板
ゴ
ル
フ
記
念
大
会

さ
せ
て
い
た
だ
く
監
物
太
一

で
す
。
現
在
神
奈
川
県
青
年

部
部
員
は
人
数
十
二
名
、
他

県
青
年
部
と
比
べ
る
と
部
員

が
少
な
い
で
す
。
自
分
が
青

年
部
に
加
入
し
た
六
年
ぐ
ら

い
前
は
部
員
の
数
は
五
〜
六

名
し
か
お
ら
ず
、
関
東
甲
信

越
の
集
ま
り
で
は
少
し
寂
し

い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
２
〜
３
年

で
部
員
の
人
数
も
増
え
勢
い

が
付
き
、
こ
れ
か
ら
部
を
盛

り
上
げ
て
年
齢
や
役
職
の
壁

が
気
に
な
ら
な
い
、
誰
で
も

参
加
し
や
す
い
仲
間
を
作
り

や
す
い
、
そ
ん
な
青
年
部
を

作
っ
て
行
け
る
様
、
と
り
あ

え
ず
一
期
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
部
員
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
に
な
る
方
は
是

非
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

「
悪
徳
業
者
に
注
意
」
ポ
ス
タ
ー
配
布

「
悪
徳
業
者
に
注
意
」
ポ
ス
タ
ー
配
布

「
悪
徳
業
者
に
注
意
」
ポ
ス
タ
ー
配
布

「
悪
徳
業
者
に
注
意
」
ポ
ス
タ
ー
配
布

歴
代
優
勝
者
（
５
回
以
降
）

・
歌
川　
　

明

・
星
野
美
智
男

・
歌
川　
　

明

・
歌
川　
　

明

・
監
物
庄
二

・
歌
川
喜
久
雄

・
監
物　
　

忠

・
歌
川　
　

明

・
監
物　
　

光

・
西
澤
美
と
り

・
地
葉
博
幸

・
地
葉
博
幸

・
監
物　
　

忠

・
監
物　
　

忠

・
栗
山
勝
美

・
？
？
？
？

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
前
期
技
能
検
定
も
国
の

方
針
で
中
止
と
な
っ
た
た

め
、
準
備
講
習
会
も
取
り
止

め
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

を
十
分
に
講
じ
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
実
技
講
習
一

級
九
名
・
二
級
十
一
名
、
学

科
講
習
一
級
五
名
、
二
級
十

名
で
し
た
。

　

実
技
試
験
は
、
七
月
十
六

日（
金
）
に
実
施
さ
れ
、
九

月
五
日（
日
）
湘
南
工
科
大

学
で
学
科
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
が
全
員
の
合
格
を
願

い
ま
す
。
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技
能
検
定
合
格
を
め
ざ
し
て
！

技
能
検
定
合
格
を
め
ざ
し
て
！

受
検
準
備
講
習
会
開
催

受
検
準
備
講
習
会
開
催
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編
集
後
記

編
集
後
記

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度
関
東
甲
信
越

関
東
甲
信
越

板
金
工
業
組
合
協
議
会

板
金
工
業
組
合
協
議
会

　

令
和
三
年
四
月
十
五
日

（
木
）
開
催
場
所　

新
潟
県

長
岡
市
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
長
岡
）。

　

出
席
者
（
敬
称
略
）
常
任

理
事　

野
溝
・
岩
室
・
森
川
・

蕪
木
・
飯
塚
・
市
川
・
伊
藤
・

堀
江
。

　

神
奈
川
県
板
か
ら
は
市
川

理
事
長
・
山
本
副
理
事
長
・

伊
藤
副
理
事
次
長
・
舩
木
副

理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
よ
り
第
一
回

常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

開
会
の
辞
を
栃
木
県
板
の
岩

　

今
回
の
県
板
新
聞
の
作

成
に
当
り
執
行
部
の
皆
様
及

び
各
委
員
会
・
各
支
部
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
り
良
い
広
報
誌
作
り

に
心
掛
け
て
い
こ
う
と
お

も
い
ま
す
。

執
行
部
広
報
担
当海

藤
定
吉

広
報
委
員
長立

脇
義
晴

広
報
副
委
員
長市

川　

満

広

報

委

員間
川
輝
男

髙
橋　

良

髙
橋
克
彦

資材のご注文は鉄二協会員金物店に!!
現場で資材を不足した場合、鉄二協の材料店マップ（地図掲載）を活用し、

お近くのお店をご利用ください。

会 社 名 代 表 者 〒 所 在 地 T E L F A X

（有）近 藤 商 店 宮 崎 英 雄 244－0804 横浜市戸塚区前田町74 045-822-1121 045-822-1745

（株）志 水 商 店 志 水 勝 哉 211－0025 川崎市中原区木月4-1-10 044-411-3151 044-433-1567

（株）鈴 鹿 商 店 鈴 鹿 聰 平 232－0016 横浜市南区宮元町2-26 045-741-4114 045-731-2841

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 英 治 230－0012 横浜市鶴見区下末吉1-2-15 045-581-0521 045-581-0523

（株）髙　　　　木 佐 藤 正 憲 221－0812 横浜市神奈川区平川町22-6 045-481-3725 045-481-3625

（株）髙木琴次商店 古 家 恒 雄 232－0072 横浜市南区永田東2-1-23 045-711-1122 045-711-1105

（株）中　　　　島 中 島 貴 裕 247－0009 横浜市栄区鍛冶ヶ谷2-42-20 045-894-2222 045-894-2224

やねやね社サカイ 酒 井 寿 弘 233－0013 横浜市港南区丸山台2-39-11 045-844-3301 045-844-3303

長谷川金物（株）佐 藤 直 司 247－0055 鎌倉市小袋谷2-15-13 0467-46-3191 0467-47-4539

（有）浜口金物店 浜 口　 昭 238－0043 横須賀市坂本町1-32 0468-25-3338 0468-26-0852

（有）丸 八 商 店 林　 弘 喜 237－0064 横須賀市追浜町1-35 0468-65-3578 0468-65-2048

相 武 興 業（株）磯 崎 元 臣 252－0236 相模原市中央区富士見1-6-4 042-752-2341 042-755-4814

（株）平 野 屋 平 本 勝 哉 194－0013 町田市原町田5-7-21 042-722-2057 042-725-4913

（株）富　　　　士 宇 井　 崇 242－0018 大和市深見西6-3-5 046-264-3441 046-263-0635

（株）丸 子 商 事 佐 藤 順 子 246－0005 横浜市瀬谷区竹村町3-33 045-306-0591 045-306-0593

（株）中 村 商 会 中 村 善 成 243－0815 厚木市妻田西3-1-22 046-224-0457 046-224-0434

（有）内 田 商 店 内 田 健 一 253－0028 茅ケ崎市出口町6-27 0467-86-3823 0467-86-1149

（株）江 成 商 店 江 成　 孝 254－0018 平塚市東真土1-7-11 0463-55-1913 0463-55-1703

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 洋 一 250－0863 小田原市飯泉69 0465-48-0955 0465-48-0957

（株）星崎仲吉商店 星 崎 信 幸 250－0001 小田原市扇町2-27-21 0465-34-2718 0465-35-6854

訃　

報

茅
ヶ
崎
支
部

（有）
米
山
板
金　

米
山
和
男

室
理
事
長
が
述
べ
ら
れ
、
茨

城
県
板
の
野
溝
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
議
事
・
議
長
に
千

葉
県
板
の
森
川
理
事
長
が
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
板
連
・
日
板
協
に
つ
い

て
①
五
月
十
九
日（
水
）
全

板
連
・
日
板
協
総
会
の
議
事
・

議
長
を
東
京
都
板　

堀
江
理

事
長
に
決
定
し
た
。
②
令
和

三
年
静
岡
大
会
開
催
分
の
各

種
の
表
彰
の
取
り
扱
い
を
各

組
合
へ
郵
送
す
る
こ
と
を
伝

え
た
。
③
青
年
部
次
世
代
研

究
会
は
予
定
通
り
行
う
と
伝

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

第
一
〇
四
回
通
常
総
代
会

第
一
〇
四
回
通
常
総
代
会

　

令
和
三
年
六
月
十
二
日

（
土
）
技
能
文
化
会
館
特
別

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

え
た
。

　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
第

五
十
三
回
通
常
総
会
・
記
念

式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

野
溝
会
長
は
総
会
要
領
を
読

み
上
げ
な
が
ら
総
会
・
記
念

式
典
・
祝
賀
会
で
の
事
項
を

確
認
し
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
①
令

和
三
年
度
会
議

予
定
表
を
配
布

②
役
員
の
定
数

に
関
す
る
規
約

の
変
更
。
十
二

時
五
分
に
堀
江

理
事
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
、

総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
ブ
ロ
五
十
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
午

後
四
時
四
十
五
分
ら
行
わ

れ
、
野
溝
会
長
の
挨
拶
・
来

賓
の
挨
拶
・
乾
杯
で
歓
談
に

入
り
、
宴
会
も
盛
り
上
が
り

中
締
め
・
閉
会
の
挨
拶
で
終

了
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

司
会
は
萩
原
氏
（
保
土
ヶ

谷
）、
開
会
の
辞
を
伊
藤
副

会
長
、
見
留
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
司
会
か
ら
来
賓
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
長
の
多
田
氏
（
港
北
）

佐
藤
氏
（
港
北
）
の
進
行
で

議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号

議
案
ま
で
議
事
は
滞
り
な
く

進
み
、
第
六
号
議
案
役
員
改

正
で
新
し
い
理
事
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
を
村
田
相
談
役

よ
り
い
た
だ
き
、
閉
会
の

辞
（
山
内
副
会
長
）
に
て

通
常
総
代
会
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

港
北
支
部

山
中
勇
次
郎

（株）
翔
工
務
店

円
城
寺
広
明

（株）
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ム

戸
塚
支
部

松
本　

章　

屋
根
屋
さ
ん

皆
さ
ん
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

新
規
加
入
者
紹
介

新
規
加
入
者
紹
介
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